
令和５年度 第２回社会教育委員会議次第 

 

 

日 時：令和５年（2023 年）10月 18 日(水) 

14 時 00 分～16時 00 分 

会 場：生涯学習センター２階 市民ホール 

 

 

 

 

 

１ 開 会 

 

２ 教育総務部長挨拶 

 

３ 報告 

・第４次子ども読書活動推進計画進行状況について 

（令和４年度実績） 

 

４ 議事 

・横須賀市市民大学講座について 

 

５ その他連絡事項 
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多様な世代、多様な人々が参加する市民大学に向けて（これまでのご意

見・アイデアのまとめ） 

 

1. 講座情報の広報・周知 
 

【主なご意見】 

広報媒体に

ついて 

現在の受講者層より若い世代に情報を届けるには、「すかりぶ」や

図書館 HP などターゲット世代が目にする機会の多い媒体との連

携が有効 

待っていれば手元に情報が届く時代（プッシュ型）から自分で情

報を取りにいく（プル型）に変化してきており、情報伝達の転換

期になっている。 

チラシをターゲット層ごとに作成・配布し、効果検証を行うのも

良いのではないか 

広報表現に

ついて 

チラシやポスターの場合、一目見て“横須賀市教育委員会が開催

している市民大学”であることがわかるロゴマークや統一性がほ

しい 

“市民大学”とは何なのか、認識のない人が多いと思う。キャッ

チーな言葉で説明するなどの工夫が必要 

受講者にどのようなメリットがあるのかを考え、それを講座タイ

トルに生かすというような、ちょっとした工夫で伝える力も変わ

ってくる 

広報活動に

ついて 

新規の方向けに、LINE で割引クーポンをつけるといった特典等も

考えられる 

出張講座など、地域に出向いての講座・イベント開催が市民大学

講座のＰＲにつながる 

 

 【更にご意見・アイデアを伺いたい点】 

（１）これまで受講したことのない方へ情報を届ける具体的方策 

 （２）受講していない方、市民大学を知らない方の声を聴く方策 

 （３）受講するメリットの効果的な伝え方 
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2. 講座の内容について 

【主なご意見】 

マーケテ

ィングの

重要性に

ついて 

新たな層を呼び込むにはそのターゲットが興味のあるテーマ設定

が必要（例えばｅ-スポーツ、金融リテラシーなど） 

民間の学習事業者等の企画を研究するなど視野を広げることが必

要（＊講座形式や広報においても同様） 

新規層にアプローチするには、一般社会の動向や受講者以外の人々

の動きを知ることが必要 

市 場 調

査・分析

について 

講座アンケート（評価）では具体的に文章で書いてもらうことが必

要。良い感想だけではなく厳しい意見も含め全てを受け止めて前に

進む姿勢が大事 

30 代、40 代の初めての受講者に対しては、記入式のアンケートだ

けではなく職員が直接話を聞く手法を採ることで、その世代の求め

ているものが深堀りできると思う 

年齢別・ジャンル別などでクロスした受講者データを用いて、分析

することが必要 

新たな世

代へのプ

ロモーシ

ョン 

高校生や若い世代が関心のあるテーマでの企画も必要。それぞれの

世代が関心のあるものの講座設計に挑戦していくのも面白い 

今人気のある講座を維持しながら、10 年後 20 年後の受講生を育て

ていける講座を同時に取り組んでいく戦略的なやり方が必要 

昨今のキャンプ人気を考えると、例えばアウトドア系の内容は親子

での受講も期待できる。子ども世代も親世代も興味を持つ内容であ

れば 30 歳・40 歳・50 歳代も参加しやすいのではないか 

セールス

ポイント 

民間においても様々な分野の学習講座が開催されているが、公的な

機関が実施している市民大学だから受講する人もいると思う 
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3. 講座の形式（講座スタイル・時間帯など） 

【主なご意見】 

オンライ

ン・オン

デマンド

講座につ

いて 

40 代、50 代をターゲットにする場合、オンデマンドで好きな時間

に学べるスタイルが肝。70 代に人気がある講座をオンデマンドにし

ても 50 代には響かない。使いわけが必要。 

これからは“双方向でやり取りができる”ことがより重要になって

くると思うので、オンデマンドが不可欠かどうかは疑問がある。 

今後、オンライン併用を考えていくことが必要。子育て世代も参加

しやすい。 

受講し易

い環境・

コース設

定 

（子育て世代向けの講座を企画した経験から）子どもを連れて参加

できる講座もニーズがあると感じている。 

学生の場合は学割が適用できる、子育て世代には託児所サービスが

ある、など参加のしやすさを考える必要がある。 

時間消費のパターン、参加しやすい時間帯や曜日などをしっかり把

握すること、また受講者の交通手段などの把握も重要 

就業者や就学者は、講座のコマ数が多すぎると受講しにくい 

ワークショップ形式は心理的ハードルが高く一般的には躊躇され

る傾向。この形式の場合は参加型である旨を明記する配慮が必須 

チャレン

ジングな

プログラ

ム 

世代を超えた交流、例えば 80 代、40 代、10 代のメンバーを集めて

ワークショップ形式の講座ができると面白い。そういったチャレン

ジングな取り組みができる場だと思う。上手に世代のバトンタッチ

ができるようになるのではないか。 

受講特典 

受講するともらえる“まなびポイント”がより有効に使えるとよい 
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令和４年度の市民大学講座の情報の送付先（紙媒体の募集要領、ポスター、チラシ）

生涯学習センター内（パンフレットスタンド、講座内での配布）

健康総務課（３階　ポスター）

みんなの家（逸見　ウェルシティ２階）

ヴィンテージヴィラ

１階玄関のパンフレットスタンド

市政情報コーナー

生涯学習課

各行政センター（９か所）

各コミュニティセンター（１９か所）

各老人福祉センター等（６か所）

各役所屋（３か所）

青少年会館

各みんなの家（13か所）

市民活動サポートセンター

図書館（４館）

博物館

美術館

体育会館・プール（５か所）

市貸館・ホール等
横須賀芸術劇場、文化会館、はまゆう会館、ヴェルクよこすか、産
業交流プラザ、総合福祉会館

市内広報課掲示板 450か所

市内の公的機関等
逸見郵便局、よこすか葉山農協逸見支店、湘南信金逸見支店、横
須賀三浦地域県政総合センター、商工会議所、県立保健福祉大学

ウェルシティ内

市役所

 市出先機関、施設等



市外の県、近隣市町
村施設等

県立図書館、三浦市・逗子市・葉山町の社会教育・生涯学習所管
課、三浦市（市民センター、図書館等）、逗子市（公民館、図書館
等）、葉山町（町民いこいの家、図書館）、横浜市（金沢区、磯子区
の区民活動センター、地区センター等）

その他 マクドナルド（市内５店舗）、横須賀市観光案内所、FMブルー湘南



資料２－２

まなびかんニュースの送付先（市民大学講座募集の時期に記事を掲載しています）

生涯学習センター内（パンフレットスタンド）

健康増進センター（６階）

サービスセンター

ヴィンテージヴィラ

１階玄関のパンフレットスタンド

市政情報コーナー

生涯学習課

介護保険課

文化振興課

広報課

各行政センター（９か所）

各コミュニティセンター（１９か所）

各老人福祉センター等（６か所）

各役所屋（３か所）

青少年会館

各みんなの家（13か所）

市民活動サポートセンター

デュオよこすか

はぐくみかん

健康福祉センター（３か所）

リサイクルプラザ アイクル

図書館（４館）

博物館

ヴェルニー記念館

美術館

体育会館・プール（５か所）

ウェルシティ内

市役所

 市出先機関、施設等

市社会教育施設等



市貸館・ホール等
横須賀芸術劇場、文化会館、はまゆう会館、ヴェルクよこすか、産
業交流プラザ、総合福祉会館

市立学校・幼稚園等 ７７か所（各１部、逸見小は10部）

市内広報課掲示板 450か所

市外郭団体等
国際交流協会、シティサポートよこすか、観光協会、文化協会、産
業振興財団、歯科医師会、社会福祉協議会、社会福祉偉業団、シ
ルバー人材センター、地区ボランティアセンター（16か所）

市内の国、県関係機
関等

横須賀三浦地域県政総合センター、日本年金機構横須賀年金事
務所、海上自衛隊地方総監部(横須賀基地業務隊文書交換所)、
久里浜駐屯地、高等工科学校

市内の金融機関等
逸見郵便局、よこすか葉山農協逸見支店、湘南信金逸見支店、か
ながわ信金、スルガ銀行、、りそな銀行、横浜銀行市内支店、三井
住友信託銀行、長井郵便局、田浦郵便局

市内・近隣学校、教育
機関、研究機関等

県立保健福祉大学、神奈川歯科大学、関東学院大学、観音崎自然
博物館、久里浜中央自動車学校、横須賀ドライビングスクール、Ｙ
ＲＰ研究開発推進協会

市内医療、健康、福祉
関係等

浦賀病院、うわまち病院、衣笠病院、久里浜医療センター、市民病
院、横須賀共済病院、救急医療センター、横須賀ファースト歯科ク
リニック、市内地域包括支援センター（12か所）、共楽荘

町内会・自治会等
西逸見第１町内会、東逸見第１町内会、日生団地自治会、安戸町内
会

市外の県、近隣市町
村施設等

県立図書館、県生涯学習情報コーナー、三浦市・逗子市・葉山町の
社会教育・生涯学習所管課及び市民交流センター等、川崎市生涯
学習財団、鎌倉市生涯学習センター

その他（交通機関） 京急汐入駅、京急横須賀中央駅

その他（商業、店舗）
商工会議所、マクドナルド（市内５店舗）、イオン久里浜店、エイ
ヴィ、株オクターブ（楽器店）、追浜商盛会、さいか屋、nojima
モール横須賀、その他小規模店舗・個人商店

その他（観光施設）

横須賀市観光案内所、しょうぶ園、久里浜花の国、観音崎公園
パークセンター、すかなごっそ、ソレイユの丘、ドブイタステーショ
ン、横須賀温泉湯楽の里、よこすかポートマーケット、カスヤの森
美術館

その他
FMブルー湘南、横須賀ＹＭＣＡ、横須賀三浦教育会館、㈱東急ス
ポーツオアシス横須賀店



不満足 ← → 満足

　（参考・記入例） 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

6. 性別　（無回答可）

       ①　女性 ②　男性

7. 年齢

       ①　～１０代 ②　２０代　 ③　３０代 ④　４０代 ⑤　５０代

       ⑥　６０代 ⑦　７０代 ⑧　８０代～

8.

       ①　はい ②　いいえ

9.

       ①  仲間づくりのため ②  地域活動に役立てるため ③  就職や仕事に役立てるため

       ④  生きがいづくりのため ⑤  郷土の理解を深めるため ⑥  自己向上のため

       ⑦  講座内容に魅かれたため

       ⑧  その他具体的にありましたらお書きください

10.

       ①  まなびかんニュース ②  広報よこすか

       ③  市民大学の募集要領 ④  ポスター

       ⑤  友人・知人から ⑥  まなびかんのホームページ

       ⑦  SNS（ツイッター等） ⑧  その他（タウンニュース等）

3. 内容の理解度

4. 受講環境

5. 職員

◇ 次の６～14の質問に対し、あてはまるものを○で囲んでください。

以前に市民大学を受講したことはありますか?

市民大学を受講された目的を教えてください。（複数回答可）

今回の市民大学を何によってお知りになりましたか?（複数回答可）

＊＊＊裏面につづきます＊＊＊

2023(令和5)年度　横須賀市市民大学受講アンケート

◇ 次の１～５の項目で、該当する点数の部分を○で囲んでください。

☆ 点数を○で囲んでください

1. 受講満足度

2. 講師



11.

       ①  仲間づくりができた ②  地域活動に役立つと思った

       ③  学習活動を続けたいと思った ④  仕事などに生かせると思った

       ⑤  生きがいができた ⑥  郷土への愛着が深まった

       ⑦  見識が広まった

       ⑧  その他具体的にありましたらお書きください

12.

       ①  郷土 ②  植物・動物 ③  天文学・地学

       ④  政治・経済 ⑤  文学・哲学 ⑥  心理学・宗教学

       ⑦  歴史 ⑧  芸術 ⑨  伝統文化

       ⑩  生活・健康 ⑪  産業・技術 ⑫  スポーツ

       ⑬  具体的にご希望のジャンルや講師などがありましたらお書きください。

◇ 本講座および市民大学についてご意見・ご感想がありましたらお書きください。

横須賀市生涯学習センター指定管理者

公益財団法人横須賀市生涯学習財団

これからもこのまちで暮らしたいから、みんなで始めよう。環境にやさしい暮らし

本講座を受講して、受講前と意識や行動が変化した点を教えてください（複数回答可）

今後、市民大学に取り上げてほしい講座内容は何ですか？（複数回答可）

☆アンケートは以上です。ご協力いただき、誠にありがとうございました。
　ご回答いただいたアンケート結果を生かし、講座の質の向上に努めてまいります。また、皆様か
らの貴重なご意見は、”まとめ冊子”、まなびかんホームページなどでご紹介する場合がございま
すので、あらかじめご了承ください。








